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60Feの起源

• 60Fe and 26Al in Chondrules from Unequilibrated

Chondrites: Implications for Early Solar System 

Mishra et al.  ApJ,  714,  pp. L217-L221 (2010)

• Abundance of Iron-60 in Molecular Clouds

Ouellette et al.  LPSC(2010)



基礎知識
• 60Feは半減期2.6Myr(Rugel et al., 2009)で60Niへ崩壊

• 半減期が短いので太陽系初期の進化時計や環境推定とし
ての役割、小惑星内部分化の熱源として考えられている

• これまでに考えられている60Fe合成の候補は

･超新星爆発

･AGB星

→どちらも一長一短ありで、十分には説明できない



Abstract
•太陽系初期の短寿命放射性核種の存在は隕石から確認

•60Feの初期存在度の正確な見積もりは起源を知る上でも重要
ーこれまでの研究で得られた60Fe/56Feの初期値は2×10-7‐1.6×10-6

(Tachibana＆Hoss, 2003など)

•今回初めて60Feと26Alを組み合わせて形成年代を推測



60Fe and 26Al in Chondrules from Unequilibrated Chondrites
:Implications for Early Solar System  [Mishra et al.]

 Semarkona(LL3.0),LEW86314(L3.0),Bishunpur(LL3.1)中のコンドリュール

をイオンマイクロプローブを用いて分析

得られた初期値から見積もられる太陽系初期の60Fe/56Feは(6.3±2)×10-7

－CAI形成から1.5-2M後に形成されたことを示唆

コンドリュールのFe-Ni比



核種毎の入ってきた時期

右図：初期の(60Fe/56Fe)対(26Al/27Al)

－データが一直線に乗る

→60Feと26Alが太陽系に入ってきた

時期は同じ

⇒ 60Feも分化の熱源として

考えられる

60Fe and 26Al in Chondrules from Unequilibrated Chondrites
:Implications for Early Solar System  [Mishra et al.]



Abstract
•これまでのモデルでは、 60Feは分子雲コアや原始太陽系円盤

などのすでに形成された構造に取り込まれる

•分子雲は10-20Myrで形成可能

－分子雲形成が超新星爆発の衝撃波で誘発される
新しいモデルを考える
(“SPACE”モデル(Supernova Propagation And Cloud Enrichment))



Abundance of Iron-60 in Molecular Clouds [Ouellette et al.]  

シミュレーション
・２つの超新星を0.1My空けて爆発させる
・超新星がかき出す質量は～3000M太陽

・図：ひとつめの爆発から0.17My後

超新星の端はガスが急速に冷える
－分子雲を形成することは可能
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